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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力されるフレームを構成する２つのフィールドに少なくとも双方向予測を適用して符
号化する画像符号化装置であって、
　入力される第１のフレームに属する第１のフィールドと当該第１のフレームに属する第
２のフィールドとの相関関係を示す第１の相関度と、前記第１のフィールドと前記第１の
フレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに属するフィールドとの
相関関係を示す第２の相関度を算出する相関度算出手段と、
　前記第１のフレームを双方向予測する場合、前記第１の相関度および前記第２の相関度
に基づいて、双方向予測ピクチャタイプおよび他のフィールドから参照される双方向予測
ピクチャタイプのうちいずれか１つを、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィール
ドのピクチャタイプとして決定する符号化モードを備えるピクチャタイプ決定手段と、
　前記決定されたピクチャタイプで前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドを
符号化する符号化手段とを備え、
　前記第１のフレームに属するフィールドと、前記第１のフレームと隣接するフレームに
属するフィールドとは、同じピクチャタイプで符号化される場合と異なるピクチャタイプ
で符号化される場合とがある
　画像符号化装置。
【請求項２】
　前記ピクチャタイプ決定手段は、入力される第１のフレームに属する第１のフィールド
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と当該第１のフレームに属する第２のフィールドとの相関が、前記第１のフィールドと前
記第１のフレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに属するフィー
ルドとの相関よりも高い場合、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドのピク
チャタイプを、他のフィールドから参照される双方向予測ピクチャタイプに決定する
　請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記ピクチャタイプ決定手段は、入力される第１のフレームに属する第１のフィールド
と当該第１のフレームに属する第２のフィールドとの相関が、前記第１のフィールドと前
記第１のフレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに属するフィー
ルドとの相関よりも低い場合、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドのピク
チャタイプを、双方向予測ピクチャタイプに決定する
　請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項４】
　前記ピクチャタイプ決定手段は、前記第１の相関度と前記第２の相関度との比率を算出
し、当該比率に基づいて前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドのピクチャタ
イプを決定する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の画像符号化装置。
【請求項５】
　前記相関度算出手段は、前記第１のフィールドの輝度値、前記第２のフィールドの輝度
値および、前記第１のフレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに
属するフィールドの輝度値に基づいて、前記第１の相関度および前記第２の相関度を算出
する
　請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項６】
　前記ピクチャタイプ決定手段は、表示順で画面内予測を適用するフレームと順方向予測
を適用するフレームの間または順方向予測を適用するフレーム間に挟まれる２つのフレー
ムのうち、２つめのフレームに対して前記符号化モードを適用する
　請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項７】
　入力されるフレームを構成する２つのフィールドに少なくとも双方向予測を適用して符
号化する画像符号化方法であって、
　入力される第１のフレームに属する第１のフィールドと当該第１のフレームに属する第
２のフィールドとの相関関係を示す第１の相関度と、前記第１のフィールドと前記第１の
フレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに属するフィールドとの
相関関係を示す第２の相関度を算出し、
　前記第１のフレームを双方向予測する場合、前記第１の相関度および前記第２の相関度
に基づいて、双方向予測ピクチャタイプおよび他のフィールドから参照される双方向予測
ピクチャタイプのうちいずれか１つを、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィール
ドのピクチャタイプとして決定し、
　前記決定されたピクチャタイプで前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドを
符号化し、
　前記第１のフレームに属するフィールドと、前記第１のフレームと隣接するフレームに
属するフィールドとは、同じピクチャタイプで符号化される場合と異なるピクチャタイプ
で符号化される場合とがある
　画像符号化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像符号化装置および画像符号化方法に関し、特に、予測符号化によって符
号化された画像符号化ストリームを復号し、復号したピクチャデータを、所定の予測符号
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化方式によって再符号化する画像符号化装置および画像符号化方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＡＶ情報のデジタル化が進み、映像信号をデジタル化して取り扱うことのできる
機器が広く普及しつつある。映像信号は、膨大な情報量を有するので、記録容量および伝
送効率を考慮して情報量を削減しつつ符号化することが一般的である。映像信号の符号化
技術として、ＭＰＥＧ－２，Ｈ．２６４（ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ）という国際規格が定め
られている。
【０００３】
　これら規格では、画面内予測を用いるＩピクチャ、１枚の画像から予測が可能なＰピク
チャ、２枚の画像から予測が可能なＢピクチャを用いて画像を符号化する。なお、以下で
は、プログレッシブ方式の符号化におけるフレームと、インタレース方式の符号化におけ
るフィールドの両方を総称して「ピクチャ」という。
【０００４】
　Ｈ．２６４では、それまでの参照画像として用いられなかったＢピクチャを参照可能な
ピクチャ（Ｂｒピクチャ）とすることが可能になり、符号化効率の向上を実現している。
【０００５】
　図１０は、プログレッシブ方式の符号化で、Ｂｒピクチャを利用しない場合のＢピクチ
ャの参照関係の一例を示す図である。また、図１１は、プログレッシブ方式の符号化で、
Ｂｒピクチャを利用した場合のＢピクチャの参照関係の一例を示す図である。ＭＰＥＧ－
１・ＭＰＥＧ－２ではＢｒピクチャは存在せず、図１０の参照関係のみとなる。図１０に
示すように、Ｂｒピクチャを利用しない場合には、Ｂピクチャは前後のＰピクチャ（又は
前後のＩピクチャとＰピクチャと）を参照するだけである。しかし、Ｂｒピクチャを利用
できる場合には、図１１に示すように、Ｂピクチャは前後２枚のＰピクチャ（又はＩピク
チャとＰピクチャ）と、Ｂｒピクチャとを参照することができる。
【０００６】
　Ｈ．２６４では、Ｂｒピクチャが利用できるため、より符号化効率の高い参照画像を選
択することができるが、参照画像メモリの管理や符号化効率の高い参照画像を選択する処
理が複雑である。従来、Ｂｒピクチャを利用する場合のピクチャタイプの例として、表示
順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなる例と、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂ→Ｐとなる例とが挙げられる
。以下では、例えば、フィールドピクチャ構造で、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなるよ
うに符号化した場合について説明する。図１２は、フィールドピクチャ構造で、表示順が
Ｐ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなるように符号化した場合の参照関係の一例を示す図である。この
ようにＢｒピクチャを利用できる場合には、従来とは異なり、各ピクチャが多数のピクチ
ャを参照ピクチャとして利用できるために参照関係は複雑になる。例えば、３番目のフレ
ームの第１フィールドであるＢｒピクチャは、１番目のＰフレームのフィールドペア、２
番目のＢｒフレームのフィールドペア及び４番目のＰフレームのフィールドペアを参照す
ることができる。すなわち、３番目のフレームの第１フィールドであるＢｒピクチャは、
６つのフィールドのうちから符号化効率が最も高くなる参照画像を、マクロブロックごと
に選択することができる。さらに、３番目のフレームの第２フィールドであるＢｒピクチ
ャは、１番目のＰフレームのフィールドペア、２番目のＢｒフレームのフィールドペア、
及び４番目のＰフレームのフィールドペアに加えてさらに、３番目のＢｒフレームの第１
フィールドを参照することができる。従って、３番目のフレームの第２フィールドである
Ｂｒピクチャは、７つのフィールドのうちから符号化効率が最も高くなる参照画像を、マ
クロブロックごとに選択することができることになる。このため、エンコーダやデコーダ
では、少ない符号量で高画質の動画像符号化ストリームを生成することができるものの、
参照される可能性のあるピクチャをすべて参照画像メモリに格納しておかなければならな
いので、記憶容量の大きい参照画像メモリが必要となる上、参照画像メモリのメモリ管理
が複雑になるという課題がある。
【０００７】
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　そのため、参照関係に制約を設けることにより、エンコーダやデコーダのメモリ管理や
構成を簡単にでき、符号化ストリームの互換性を取ることが容易となる。
【０００８】
　例えば、「Ｂｒピクチャは、プログレッシブ方式の場合、再生順で前方、及び後方に位
置する直近のＩフレームまたはＰフレームを参照可能とする。インタレース方式の場合、
再生順で前方、後方に位置する直近のＩフレーム又はＰフレームに含まれるフィールドペ
アと、さらに、同じＢｒフレームのフィールドペアのうち他方のＢｒピクチャのみを参照
可能とし、それ以外のＢｒピクチャは参照不可とする。」という制約を設け、参照可能な
フィールドの数を削減している。図１３は、Ｂｒピクチャの参照関係に制約を設けた場合
のＢｒピクチャの参照関係の一例を示す図である。上記のような制約を設けることにより
、図１３に示すように、３番目のフレームの第１フィールドであるＢｒピクチャは、前後
２枚のＰフレームのフィールドペアしか参照できなくなる。したがって、３番目のフレー
ムの第１フィールドであるＢｒピクチャは、２枚の参照ピクチャを削減されており、前後
の４つのＰピクチャのフィールドから参照画像を選択することになる。また、３番目のフ
レームの第２フィールドであるＢｒピクチャは、前後２枚のＰフレームのフィールドペア
と、同じフレーム内の第１フィールドしか参照できなくなる。これによって、３番目のフ
レームの第２フィールドであるＢｒピクチャは、２枚の参照ピクチャを削減されており、
５つのフィールドのうちから符号化効率が最大となる参照画像を選択することになる。こ
れにより、Ｂｒピクチャの参照関係の複雑さが軽減されている。
【０００９】
　図１４は、Ｂピクチャの参照関係に制約を設けた場合のＢピクチャの参照関係の一例を
示す図である。同様に、例えば、「Ｂピクチャは、プログレッシブ方式の場合、再生順で
前方、及び後方に位置する直近のＩフレームまたはＰフレームを参照可能とし、インタレ
ース方式の場合、再生順で前方、後方に位置する直近のＩフレーム又はＰフレームに含ま
れるフィールドペアを参照可能とする。さらに、Ｂピクチャは、再生順で前方または後方
に位置する直近のＢｒフレームに含まれるフィールドペアを参照可能とするが、参照可能
な参照ピクチャの枚数は４枚とする。」という制約を設ける。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記のような制約を設けると、図１３及び図１４からも分かるように、
符号化対象ピクチャをＢピクチャとして符号化するか、Ｂｒピクチャとして符号化するか
によって、参照可能なピクチャが変化する。このため、符号化対象ピクチャをＢピクチャ
として符号化するか、Ｂｒピクチャとして符号化するかによって、符号化効率が異なって
くることになる。
【００１１】
　そこで、本発明は、Ｂｒピクチャ及びＢピクチャの参照関係に制約を設けたことで、符
号化対象ピクチャの参照画像が変化することによって符号化効率が変化することを利用し
て、適応的に、符号化効率のよい画像符号化装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明に係る画像符号化装置は、入力されるフレームを構
成する２つのフィールドに少なくとも双方向予測を適用して符号化する画像符号化装置で
あって、入力される第１のフレームに属する第１のフィールドと当該第１のフレームに属
する第２のフィールドとの相関関係を示す第１の相関度と、前記第１のフィールドと前記
第１のフレームと隣接するフレームであって既に符号化済みのフレームに属するフィール
ドとの相関関係を示す第２の相関度を算出する相関度算出手段と、前記第１のフレームを
双方向予測する場合、前記第１の相関度および前記第２の相関度に基づいて、双方向予測
ピクチャタイプおよび他のフィールドから参照される双方向予測ピクチャタイプのうちい
ずれか１つを、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドのピクチャタイプとし
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て決定する符号化モードを備えるピクチャタイプ決定手段と、前記決定されたピクチャタ
イプで前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドを符号化する符号化手段とを備
え、前記第１のフレームに属するフィールドと、前記第１のフレームと隣接するフレーム
に属するフィールドとは、同じピクチャタイプで符号化される場合と異なるピクチャタイ
プで符号化される場合とがある。
　また、本発明に係る画像符号化装置は、画面間予測を用いて画像を符号化する画像符号
化装置であって、符号化対象ピクチャ及び前記符号化対象ピクチャと特定の関係にあるピ
クチャの特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、前記特徴量抽出手段によって算出された前
記特徴量から、前記ピクチャ間の画像の類似の度合いを示す相関度を算出する相関度算出
手段と、前記相関度により前記符号化対象ピクチャのピクチャタイプを、異なる画面間予
測を行う２種類のピクチャタイプのうちから決定するピクチャタイプ決定手段と、決定さ
れたピクチャタイプで前記符号化対象ピクチャを符号化する符号化手段とを備える。
【００１３】
　また、前記特徴量抽出手段は、前記符号化対象ピクチャである符号化対象フレームの第
１フィールドと、前記符号化対象フレームの第２フィールドと、前記符号化対象フレーム
の直前に符号化されたフレームの第２フィールドとのそれぞれの特徴量を抽出し、前記相
関度算出手段は、特徴量が算出された各前記フィールドのうちで前記符号化対象フレーム
に属する１つと残りの２つのフィールドそれぞれとの間で、画像の類似の度合いが高いほ
ど小さい値となる２つの相関度を算出し、前記ピクチャタイプ決定手段は、２つの前記相
関度のうち、同じフレームに属するフィールド間の前記相関度が、異なるフレームに属す
るフィールド間の前記相関度よりも小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャタイ
プを他のピクチャから参照可能なＢｒピクチャと決定し、それ以外のとき、他のピクチャ
から参照されないＢピクチャと決定するとしてもよい。
【００１４】
　さらに、前記相関度算出手段は、前記符号化対象フレームの前記第１フィールドとその
直前に符号化されたフレームの第２フィールドとの間の相関度である第１の相関度と、前
記符号化対象フレームの前記第１フィールドと前記符号化対象フレームの前記第２フィー
ルドとの間の相関度である第２の相関度とを算出し、前記ピクチャタイプ決定手段は、前
記相関度算出手段によって算出された第１の相関度と第２の相関度とを比較し、前記比較
の結果、前記第２の相関度が前記第１の相関度より小さいとき、前記符号化対象フレーム
のピクチャタイプをＢｒピクチャと決定するとしてもよい。
【００１５】
　また、本発明の前記相関度算出手段は、前記符号化対象フレームの前記第２フィールド
とその直前に符号化されたフレームの第２フィールドとの間の相関度である第３の相関度
と、前記符号化対象フレームの前記第２フィールドと前記符号化対象フレームの前記第１
フィールドとの間の相関度である第４の相関度とを算出し、前記ピクチャタイプ決定手段
は、前記相関度算出手段によって算出された第３の相関度と第４の相関度とを比較し、前
記比較の結果、前記第４の相関度が前記第３の相関度より小さいとき、前記符号化対象フ
レームのピクチャタイプをＢｒピクチャと決定するとしてもよい。
【００１６】
　本発明の前記ピクチャタイプ決定手段は、前記相関度算出手段によって算出された２つ
の前記相関度の差または比を算出して、算出された差または比と所定の閾値とを比較し、
前記比較の結果、同じフレームに属するフィールド間の前記相関度が、異なるフレームに
属するフィールド間の前記相関度よりも小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャ
タイプをＢｒピクチャと決定するとしてもよい。
【００１７】
　また、本発明の前記特徴量抽出手段は、前記符号化対象フレームの直前に符号化された
フレームの第２フィールド、前記符号化対象フレームの第１フィールド、および前記符号
化対象フレームの第２フィールドの各特徴量として、各前記フィールド内の画素の輝度総
和を算出し、前記相関度算出手段は、2つの前記相関度として、対応する前記フィールド
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間の前記輝度総和の差分値、または、前記輝度総和の差分の絶対値を算出し、前記ピクチ
ャタイプ決定手段は、同じフレームに属するフィールド間の前記相関度が、異なるフレー
ムに属するフィールド間の前記相関度よりも小さいとき、前記符号化対象フレームのピク
チャタイプをＢｒピクチャと決定するとしてもよい。
【００１８】
　さらに、前記特徴量抽出手段は、前記符号化対象フレームの直前に符号化されたフレー
ムの第２フィールド、前記符号化対象フレームの第１フィールド及び前記符号化対象フィ
ールドの第２フィールドの各特徴量として、各前記フィールドの画素ごとの輝度を算出し
、前記相関度算出手段は、２つの前記相関度として、対応する前記フィールド同士の同位
置画素間の輝度差の総和、または対応する前記フィールド同士の同位置画素間の輝度差の
絶対値総和を算出し、前記ピクチャタイプ決定手段は、同じフレームに属するフィールド
間の前記相関度が、異なるフレームに属するフィールド間の前記相関度よりも小さいとき
、前記符号化対象フレームのピクチャタイプをＢｒピクチャと決定するとしてもよい。
【００１９】
　また、前記ピクチャタイプ決定手段は、算出された前記相関度に応じて、表示順でＩピ
クチャとＰピクチャ又は２枚のＰピクチャの間に挟まれる２枚のＢピクチャのうちの２枚
目について、他のピクチャから参照可能なＢｒピクチャにするか、他のピクチャから参照
されないＢピクチャにするかを決定するとしてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　以上のように本発明によれば、符号化対象ピクチャと特定のピクチャ（直前に符号化さ
れたピクチャ）との特徴量から、最適なピクチャタイプを決定することができるので、ピ
クチャタイプに応じて参照できる参照ピクチャに制約がある場合でも、符号化効率を向上
させ、符号化画像の高画質化を可能にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る画像符号化装置の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に
説明する。
【００２２】
　（実施の形態１）
　まず、本発明の実施の形態１に係る画像符号化装置の構成を説明する。
【００２３】
　図１は、本発明の実施の形態１に係る画像符号化装置の構成を示すブロック図である。
図１に示す画像符号化装置は、画像データを入力とし、Ｂピクチャ及びＢｒピクチャの参
照関係に制約が設けられていることを前提として、符号化対象ピクチャがＢまたはＢｒピ
クチャである場合に、符号化対象ピクチャとその前後のピクチャとの輝度に基づいて符号
化対象ピクチャのピクチャタイプを決定し、符号化されたＨ．２６４ビットストリームを
出力する。画像符号化装置は、画像特徴量抽出部６１と相関度算出部６２とピクチャタイ
プ決定部６３と符号化部６４とを備える。
【００２４】
　図２から図９は、入力画像が２－３プルダウンされている場合の参照関係と符号化効率
との関係を示す図である。なお、２－３プルダウンとは、映画フィルムなど毎秒２４フレ
ームで記録された映像を、テレビ放送などで用いられる毎秒３０フレーム（６０フィール
ド）の映像信号に変換（プルダウン）することを言う。同図において、斜線のハッチング
で示す領域は映画フィルムの１コマ（１フレーム）を示している。図のように、２－３プ
ルダウンでは、映画フィルムの各コマを、テレビ画像の２フィールドの映像信号と３フィ
ールドの映像信号とに交互に割り当てることにより変換を行う。また、同図において、参
照関係を示す矢印が太いほど符号化効率が高いことを示している。なお、ここでは上記で
説明した制約に加えて、Ｂピクチャ及びＢｒピクチャの各マクロブロックは、それぞれ参
照可能な時間的に最も近い前方の２ピクチャと後方の２ピクチャの合計４つのピクチャし
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か参照できないという制約が設けられているものとする。
【００２５】
　図２（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームに、第２コマがテ
レビ画像の第２フレームに、第３コマがテレビ画像の第３フレーム及び第４フレームの第
１フィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのとき
の第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。図２（ｂ
）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は図２（ａ）
と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールド
ペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。図２（ａ）では、例えば、映画フィルム
の１コマ目が、先頭１フィールド分を空白として、テレビ放送の第１フレームであるＩ（
又はＰ）フィールドとＰフィールドとを含む３フィールドに割り当てられている。また、
２コマ目が第２フレームの２枚のＢｒフィールドに相当するように割り当てられている。
さらに、３コマ目は、図２（ａ）では第３フレームの２枚のＢｒフィールドと第４フレー
ムのＰピクチャの第１フィールドに割り当てられるように、第３フレームの第１フィール
ドが第４フレームの第１フィールドにコピーされている。なお、図２（ｂ）では、３コマ
目が第３フレームの２枚のＢフィールドと、第４フレームのＰピクチャの第１フィールド
に割り当てられていることが図２（ａ）と異なる点である。
【００２６】
　また、図２（ａ）に示す第３フレームでは、第１フィールドであるＢｒフィールドは、
第１フレームの第１フィールドであるＩフィールド、第１フレームの第２フィールドであ
るＰフィールド、第４フレームの第１フィールドであるＰフィールド及び第４フレームの
第２フィールドであるＰフィールドを参照することができる。しかし、この場合、第３フ
レームの第１フィールドは、他のどのフィールドを参照するよりも、第４フレームの第１
フィールドであるＰフィールドを参照するときに符号化効率が最も高くなる。これは、第
３フレームの第１フィールドが、同じコマの同じ第１フィールドの画像を参照しているか
らである。さらに、第３フレームの第２フィールドであるＢｒフィールドでは、前後のＰ
フィールド、すなわち、第１フレームの第２フィールド、第４フレームの第１フィールド
及び第４フレームの第２フィールドと、同一フレームのフィールドペアである第３フレー
ムの第１フィールドとを参照することができる。しかし、この場合、第３フレームの第２
フィールドは、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールド及び第４フレームの第
２フィールドであるＰフィールドのいずれを参照するよりも、同一フレームのフィールド
ペアであるＢｒフィールド、及び第４フレームの第１フィールドであるＰフィールドを参
照する方が符号化効率が高くなる。その理由は、第３フレームの第２フィールドは、フィ
ールドは異なるが同じコマの画像を参照しているからである。つまり、第３フレームのフ
ィールドペアのＢｒピクチャはそれぞれ、符号化効率が高い参照画像をもつ。
【００２７】
　一方、第３フレームのフィールドペアをＢピクチャとして符号化した場合の参照画像を
図２（ｂ）に示す。この場合も、第３フレームのフィールドペアをＢｒフィールドとして
符号化した場合と同様に、第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドは、符号化
効率のよい第４フレームの第１フィールドを参照可能である。また、第３フレームの第２
フィールドのＢピクチャは符号化効率のよい第４フレームの第１フィールドであるＰピク
チャを参照可能である。従って、２－３プルダウンにおいて図２（ａ）及び図２（ｂ）に
示したようにフィールドを割り当てた場合には、第３フレームのフィールドペアをＢｒピ
クチャとして符号化しても、Ｂピクチャとして符号化しても、符号化効率には大きな差は
ない。
【００２８】
　図３（ａ）は、映画フィルムの図示しない第１コマがテレビ画像の第１フレームの第１
フィールドに、第２コマがテレビ画像の第１フレームの第２フィールドと第２フレームに
、第３コマがテレビ画像の第３フレームに、第４コマがテレビ画像の第４フレーム及び第
５フレームの第１フィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢｒ
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ピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図で
ある。また、図３（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割
り当て方は図３（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フ
レームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。図３（ａ）は、表
示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなる例で、映画フィルムの図示しない第１コマが、第１フレ
ームの第１フィールドであるＩ（又はＰ）フィールドに割り当てられている。第２コマは
、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールドと第２フレームの２枚のＢｒフィー
ルドとを含む３フィールドとなるように、第１フレームの第２フィールドが第２フレーム
の第２フィールドにコピーされている。さらに、第３コマは第３フレームの２枚のＢｒフ
ィールドに割り当てられている。映画フィルムの第４コマは、第４フレームの２枚のＰフ
ィールドとテレビ画像の第５フレームのＢｒフィールドの第１フィールドに割り当てられ
るように、第４フレームの第１フィールドが第５フレームの第１フィールドにコピーされ
、重複して使用される。
【００２９】
　図３（ａ）のように２－３プルダウンを６０ｉの各フィールドに割り当てると、第３フ
レームの第１フィールドであるＢｒフィールドでは、第１フレームの第１フィールドであ
るＩ（又はＰ）フィールド、第２フィールドであるＰフィールド、第４フレームの第１フ
ィールドであるＰフィールド及び第２フィールドであるＰフィールドを参照することにな
る。しかし、この場合、第３フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドは、いずれ
も異なるコマの画像を参照するので、符号化効率が低くなる。一方、第３フレームの第２
フィールドであるＢｒフィールドでは、同じコマの画像であるフィールドペア、すなわち
、第１フィールドのＢｒフィールドを参照する。この第２フィールドのＢｒフィールドは
、フィールドペアの他に第１フレームの第２フィールドであるＰフィールド、第４フレー
ムの第１フィールドであるＰフィールド及び第４フレームの第２フィールドであるＰフィ
ールドを参照するが、いずれも異なるコマの画像を参照するので、同じコマの画像である
第１フィールドのＢｒフィールドを参照する場合が、最も符号化効率が高くなる。
【００３０】
　これに対し、図３（ｂ）のように、第３フレームをＢピクチャとした場合、第３フレー
ムの第１フィールドであるＢフィールドでは、第２フレームの第１フィールドであるＢｒ
フィールド、第２フィールドであるＢｒフィールド、第４フレームの第１フィールドであ
るＰフィールド及び第２フィールドであるＰフィールドを参照することになる。この場合
、第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドは、いずれも異なるコマの画像を参
照するので、符号化効率が低くなる。また、第３フレームの第２フィールドであるＢフィ
ールドでは、第２フレームの第１フィールドであるＢｒフィールド、第２フィールドであ
るＢｒフィールド、第４フレームの第１フィールドであるＰフィールド及び第２フィール
ドであるＰフィールドを参照することになる。従って、第３フレームの第１フィールドで
あるＢフィールドの場合と同様、第２フィールドであるＢフィールドは、いずれも異なる
コマの画像を参照するので、符号化効率が低くなる。従って、２－３プルダウンに対して
図３（ａ）及び図３（ｂ）のようなフィールドの割り当てを行った場合には、第３フレー
ムをＢｒピクチャとした方が、第３フレームをＢピクチャとするよりも符号化効率が高く
なる。
【００３１】
　図４（ａ）は、映画フィルムの図示しない第１コマがテレビ画像の第１フレームの第１
フィールドに、第２コマがテレビ画像の第１フレームの第２フィールドであるＰフィール
ドと第２フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドに、第３コマがテレビ画像の第
２フレームの第２フィールドであるＢｒフィールド及び第３フレームのフィールドペアで
あるＢフィールドに、図示しない第４コマがテレビ画像の第４フレームのフィールドペア
であるＰフィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャの
ときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。また
、図４（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は
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図４（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのときの第３フレームの
各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【００３２】
　図４（ａ）は、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂ→Ｐとなる例で、入力画像が２－３プルダウンさ
れている場合の参照関係と符号化効率との関係を示す図である。図４（ａ）の２－３プル
ダウンでは、図示しない最初のコマがテレビ画像の第１フレームの第１フィールドである
Ｉ（又はＰ）フィールドのみに割り当てられ、第２コマがテレビ画像の第１フレームの第
２フィールドであるＰフィールドと、第２フレームの第１フィールドであるＢｒフィール
ドとの２フィールドに割り当てられている。この例では、第３コマは第２フレームの第２
フィールドであるＢｒフィールドと第３フレームのフィールドペアである２つのＢフィー
ルドとからなる３フィールドに割り当てられている。このため、第２フレームの第２フィ
ールドであるＢｒフィールドが第３フレームの第２フィールドであるＢフィールドにコピ
ーされている。また、映画フィルムの図示しない第４コマは第４フレームのフィールドペ
アである２つのＰフィールドに割り当てられる。この結果、第３フレームの第１フィール
ドであるＢフィールドでは、第２フレームのフィールドペアであるＢｒフィールドと第４
フレームのフィールドペアであるＰフィールドとを参照することになるが、このうち、第
２フレームの第２フィールドであるＢｒフィールドを参照した場合、同じコマの画像を参
照することになるので、符号化効率が高くなる。また、第３フレームの第２フィールドで
あるＢフィールドでは、第１フィールドのＢフィールドと同様、第２フレームのフィール
ドペアである２つのＢｒフィールドと第４フレームのフィールドペアである２つのＰフィ
ールドとを参照することができる。これらの中でも特に、第２フレームの第２フィールド
であるＢｒフィールドを参照した場合、同じコマの同じフィールドの全く同じ画像を参照
することになるので、第１フィールドのＢフィールドが第２フレームの第２フィールドで
あるＢｒフィールドを参照する場合よりもさらに符号化効率が高くなる。理由は、第３フ
レームの第１フィールドでは、同じコマの画像を参照しているが、異なるフィールドの画
像を参照しているからである。
【００３３】
　図４（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は
図４（ａ）と同じで、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなる例を示している。第３フレーム
の第１フィールドであるＢｒフィールドでは、自分より後に符号化される第２フィールド
のＢｒフィールドは参照できない。さらに、他のフレームのＢｒピクチャを参照できない
という制約があるので、第１フレームの第１フィールドであるＩ（又はＰ）フィールド、
第１フレームの第２フィールドであるＰフィールド及び第４フレームのフィールドペアで
ある２つのＰフィールドを参照することになる。この場合、第１フレーム及び第４フレー
ムのいずれのフィールドも第３フレームの第１フィールドとは異なるコマの画像であるの
で、符号化効率が低くなる。一方、第３フレームの第２フィールドであるＢｒフィールド
では、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールドと、第３フレームの第１フィー
ルドであるＢｒフィールドと、第４フレームのフィールドペアである２つのＰフィールド
とを参照することができる。これらのうち、第３フレームの第２フィールドでは、フィー
ルドペアである第３フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドを参照した場合、符
号化効率が高くなる。理由は、第３フレームの第２フィールドでは、同じコマの画像を参
照しているからである。
【００３４】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）のように、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィ
ールドの割り当て方をした場合には、第３フレームをＢピクチャとした方が、第３フレー
ムをＢｒピクチャとするよりも符号化効率が高くなる。理由は、第３フレームをＢピクチ
ャとした場合には、図４（ａ）で説明したように、第３フレームの第２フィールドである
Ｂフィールドでは、同じコマの同じフィールドの全く同じ画像を参照することができるか
らである。また、第３フレームの第１フィールドでも、フィールドは異なるが同じコマの
画像を参照することができるからである。
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【００３５】
　図５（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームのフィールドペア
であるＩ（又はＰ）フィールド及びＰフィールドと第２フレームの第１フィールドである
Ｂｒフィールドとに割り当てられ、第２コマがテレビ画像の第２フレームの第２フィール
ドであるＢｒフィールドと第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドに、第３コ
マがテレビ画像の第３フレームの第２フィールドであるＢフィールドと第４フレームのフ
ィールドペアである２枚のＰフィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレ
ームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を
示す図である。また、図５（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィー
ルドの割り当て方は図５（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのと
きの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【００３６】
　図５（ａ）に示す例では、第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドでは、第
２フレームのフィールドペアである２枚のＢｒフィールドと、第４フレームのフィールド
ペアである２枚のＰフィールドを参照することができる。この場合、第３フレームの第１
フィールドでは、直前の第２フレームの第２フィールドであるＢｒフィールドを参照した
場合、フィールドは異なるが同じコマの画像を参照することになるので符号化効率が高く
なる。他に参照可能な３つのフィールド、すなわち、第２フレームの第１フィールド、第
４フレームの第１フィールド及び第４フレームの第２フィールドはいずれも異なるコマの
画像であるからである。また、第３フレームの第２フィールドであるＢフィールドでは、
第３フレームの第１フィールドと同様に、直前の第２フレームのフィールドペアである２
枚のＢｒフィールドと第４フレームのフィールドペアである２枚のＰフィールドを参照す
ることができる。この場合、第３フレームの第２フィールドは第２フレームのフィールド
ペアを参照するよりも、第４フレームのフィールドペアである２枚のＰフィールドを参照
した方が、同じコマの画像を参照することになるので、符号化効率が高くなる。さらにこ
の場合、特に、第４フレームの第１フィールドのＰフィールドを参照するよりも、第２フ
ィールドのＰフィールドを参照する方が、同じコマの同じフィールドである全く同じ画像
を参照することになるので、より符号化効率が高くなる。
【００３７】
　また、図５（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当
て方は図５（ａ）と同じで、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなる例を示している。第３フ
レームの第１フィールドであるＢｒフィールドでは、第１フレームの第１フィールドであ
るＩ（又はＰ）フィールド、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールド及び第４
フレームのフィールドペアである２つのＰフィールドを参照することになる。この場合、
第１フレーム及び第４フレームのいずれのフィールドも第３フレームの第１フィールドと
は異なるコマの画像であるので、符号化効率が低くなる。一方、第３フレームの第２フィ
ールドであるＢｒフィールドでは、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールドと
、第３フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドと、第４フレームのフィールドペ
アである２つのＰフィールドとを参照することができる。これらのうち、第３フレームの
第２フィールドでは、第４フレームのフィールドペアである２枚のＰフィールドを参照し
た方が、同じコマの画像を参照することになるので、符号化効率が高くなる。さらにこの
場合、特に、第４フレームの第１フィールドのＰフィールドを参照するよりも、第２フィ
ールドのＰフィールドを参照する方が、同じコマの同じフィールドである全く同じ画像を
参照することになるので、より符号化効率が高くなる。
【００３８】
　以上のことから、図５（ａ）及び図５（ｂ）に示したように、映画フィルムの各コマに
対するテレビ画像のフィールドの割り当て方をした場合には、第３フレームをＢピクチャ
とした方が、第３フレームをＢｒピクチャとするよりも符号化効率が高くなる。理由は、
第３フレームをＢピクチャとした場合には、第１フィールドでも第２フィールドでも符号
化効率が高くなる同じコマの画像を参照することができるからである。特に第３フレーム
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の第２フィールドであるＢフィールドでは、同じコマの同じフィールドの全く同じ画像を
参照することができる。また、第３フレームの第１フィールドでも、フィールドは異なる
が同じコマの画像を参照することができる。これに対し、第３フレームをＢｒピクチャと
した場合には、第２フィールドではＢピクチャと同程度の符号化効率の高さを達成できる
が、第１フィールドでは同じコマの画像を参照できないため符号化効率が低くなるからで
ある。
【００３９】
　さらに、図６（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームのフィー
ルドペアであるＩ（又はＰ）フィールド及びＰフィールドに割り当てられ、第２コマがテ
レビ画像の第２フレームのフィールドペアと第３フレームの第１フィールドであるＢフィ
ールドとに割り当てられ、第３コマがテレビ画像の第３フレームの第２フィールドである
Ｂフィールドと第４フレームの第１フィールドであるＰフィールドとに割り当てられる場
合で、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールドペア
の参照関係及び符号化効率を示す図である。また、図６（ｂ）は、映画フィルムの各コマ
に対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は図６（ａ）と同じで、テレビ画像の第３
フレームがＢｒピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化
効率を示す図である。
【００４０】
　この例では、第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドでは、第２フレームの
フィールドペアである２枚のＢｒフィールドと第４フレームのフィールドペアである２枚
のＰフィールドを参照することができる。この場合、第３フレームの第１フィールドでは
、第４フレームのフィールドペアであるＰフィールドを参照するよりも、第２フレームの
フィールドペアである２枚のＢｒフィールドを参照した方が、同じコマの画像を参照する
ことになるので、符号化効率が高くなる。この場合、特に、同じコマの同じフィールドで
ある第１フィールドのＢｒフィールドを参照した方が、第２フィールドのＢｒフィールド
を参照するよりも、全く同じ画像を参照しているので、より符号化効率が高くなる。また
、第３フレームの第２フィールドであるＢフィールドでは、フィールドペアである第１フ
ィールドと同様に、第２フレームのフィールドペアである２枚のＢｒフィールドと第４フ
レームのフィールドペアである２枚のＰフィールドを参照することができる。ただし、第
３フレームの第２フィールドでは、前方のフィールドペアであるＢｒフィールド及び第４
フレームの第２フィールドであるＰフィールドのいずれかを参照する場合には、異なるコ
マの画像を参照することになるので、符号化効率が低くなる。これに対し、第４フレーム
の第１フィールドであるＰフィールドを参照する場合には、フィールドは異なるが同じコ
マの画像を参照することになるので、符号化効率が高くなる。
【００４１】
　また、図６（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当
て方は図６（ａ）と同じで、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなる例を示している。第３フ
レームの第１フィールドであるＢｒフィールドでは、第１フレームの第１フィールドであ
るＩ（又はＰ）フィールド、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールド及び第４
フレームのフィールドペアである２つのＰフィールドを参照することになる。この場合、
第１フレーム及び第４フレームのいずれのフィールドも第３フレームの第１フィールドと
は異なるコマの画像であるので、符号化効率が低くなる。一方、第３フレームの第２フィ
ールドであるＢｒフィールドでは、第１フレームの第２フィールドであるＰフィールドと
、第３フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドと、第４フレームのフィールドペ
アである２つのＰフィールドとを参照することができる。これらのうち、第３フレームの
第２フィールドでは、第４フレームの第１フィールドであるＰフィールドを参照した場合
に、符号化効率が高くなる。第３フレームの第２フィールドから第４フレームの第１フィ
ールドを参照する場合には、同じコマの画像を参照することになるからである。
【００４２】
　以上のことから、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示したように、映画フィルムの各コマに
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対するテレビ画像のフィールドの割り当て方をした場合には、第３フレームをＢピクチャ
とした方が、第３フレームをＢｒピクチャとするよりも符号化効率が高くなる。理由は、
図５（ａ）及び図５（ｂ）で説明した場合と同様に、第３フレームをＢピクチャとした場
合には、第１フィールドでも第２フィールドでも符号化効率が高くなる同じコマの画像を
参照することができるからである。特に第３フレームの第１フィールドであるＢフィール
ドでは、第２フレームの第１フィールドを参照することにより、同じコマの同じフィール
ドの全く同じ画像を参照することができる。また、第３フレームの第２フィールドでも、
フィールドは異なるが同じコマの画像を参照することができる。これに対し、第３フレー
ムをＢｒピクチャとした場合には、第２フィールドでは第３フレームをＢピクチャとした
場合と同程度の符号化効率の高さを達成できるが、第１フィールドでは同じコマの画像を
参照できないため符号化効率が低くなるからである。
【００４３】
　なお、上記のようにフィールド間の参照関係のパターンに応じて符号化効率が変化する
のは、２－３プルダウンの場合に限らず、例えば、画面を大きな物体が横切ったような場
合や、放送画像のように画像データにＭＰＥＧ２のノイズが混じている場合などが考えら
れる。
【００４４】
　図７は、インタレース方式によるフィールドピクチャ構造で符号化した場合の２枚のＰ
フレームに挟まれる２枚のＢフレームのうちの２枚目（ピクチャ７５とピクチャ７６）を
、ＢｒフィールドまたはＢフィールドのどちらのフィールドのペアとするかを決定する場
合を例として示す図である。図８は、図７に示したピクチャ７５とピクチャ７６とのピク
チャタイプを決定するためにピクチャ間の相関度を比較する場合の比較パターンの一例を
示す図である。画像特徴量抽出部６１は、「符号化対象ピクチャ及び前記符号化対象ピク
チャと特定の関係にあるピクチャの特徴量を抽出する特徴量抽出手段」、「前記符号化対
象ピクチャである符号化対象フレームの第１フィールドと、前記符号化対象フレームの第
２フィールドと、前記符号化対象フレームの直前に符号化されたフレームの第２フィール
ドとのそれぞれの特徴量を抽出する前記特徴量抽出手段」および「前記符号化対象フレー
ムの直前に符号化されたフレームの第２フィールド、前記符号化対象フレームの第１フィ
ールド、および前記符号化対象フレームの第２フィールドの各特徴量として、各前記フィ
ールド内の画素の輝度総和を算出する前記特徴量抽出手段」の一例であり、画像特徴量抽
出部６１は、符号化対象ピクチャである第３フレームの直近に符号した画像（第２フレー
ム）の第２フィールド（ピクチャ７４）と、符号化対象ピクチャの画像データ（ピクチャ
７５とピクチャ７６とのフィールドペア）を入力として、フィールド毎の特徴量を算出す
る。ここで、特徴量は、各フィールドの輝度総和とする。また、各フィールドの輝度総和
をＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７４）、ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７５）、ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７
６）とする。各フィールドの輝度総和ＳＵＭ＿Ｌ（）は、以下の式から算出される。
【００４５】
【数１】

【００４６】
　ここで、Ｗは画像の水平サイズ、Ｈは垂直サイズを表す。
【００４７】
　相関度算出部６２は、「前記特徴量抽出手段によって算出された前記特徴量から、前記
ピクチャ間の画像の類似の度合いを示す相関度を算出する相関度算出手段」、「前記相関
度算出手段は、特徴量が算出された各前記フィールドのうちの前記符号化対象フレームに
属する特定の１つと残りの２つのフィールドそれぞれとの間で、画像の類似の度合いが高
いほど小さい値となる２つの相関度を算出する前記相関度算出手段」、「前記符号化対象
フレームの前記第１フィールドとその直前に符号化されたフレームの第２フィールドとの
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間の相関度である第１の相関度と、前記符号化対象フレームの前記第１フィールドと前記
符号化対象フレームの前記第２フィールドとの間の相関度である第２の相関度とを算出す
る前記相関度算出手段」および「２つの前記相関度として、対応する前記フィールド間の
前記輝度総和の差分値、または、前記輝度総和の差分の絶対値を算出する前記相関度算出
手段」の一例であり、画像特徴量抽出部６１で算出されたフィールド輝度総和（ＳＵＭ＿
Ｌ（ピクチャ７４）、ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７５）、ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７６））を用
いてフィールド間の相関度を求める。ここでは、符号化対象ピクチャの直近に符号化した
フレームの第２フィールド（ピクチャ７４）と符号化対象ピクチャの第１フィールド（ピ
クチャ７５）間の相関度Ａと、符号化対象ピクチャの第１フィールド（ピクチャ７５）と
第２フィールド（ピクチャ７６）間の相関度Ｂを求める。相関度を計る値として、輝度総
和の差の絶対値を用いる。
【００４８】
　　相関度Ａ＝　｜ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７４）－ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７５）｜
　　相関度Ｂ＝　｜ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７５）－ＳＵＭ＿Ｌ（ピクチャ７６）｜
【００４９】
　この相関度Ａ、Ｂは、ピクチャ間の画像の差異の大きさを表し、値が小さい程、２つの
ピクチャ間の相関が強く、値が大きい程、相関が弱いと判断する。
【００５０】
　次に、ピクチャタイプ決定部６３は、「前記相関度により前記符号化対象ピクチャのピ
クチャタイプを、異なる画面間予測を行う２種類のピクチャタイプのうちから決定するピ
クチャタイプ決定手段」、「２つの前記相関度のうち、同じフレームに属するフィールド
間の前記相関度が、異なるフレームに属するフィールド間の前記相関度よりも小さいとき
、前記符号化対象フレームのピクチャタイプを他のピクチャから参照可能なＢｒピクチャ
と決定し、それ以外のとき、他のピクチャから参照されないＢピクチャと決定する前記ピ
クチャタイプ決定手段」、「前記ピクチャタイプ決定手段は、前記相関度算出手段によっ
て算出された第１の相関度と第２の相関度とを比較し、前記比較の結果、前記第２の相関
度が前記第１の相関度より小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャタイプをＢｒ
ピクチャと決定する」、「前記相関度算出手段によって算出された２つの前記相関度の差
または比を算出して、前記算出値と所定の閾値とを比較し、前記比較の結果、同じフレー
ムに属するフィールド間の前記相関度が、異なるフレームに属するフィールド間の前記相
関度よりも小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャタイプをＢｒピクチャと決定
する前記ピクチャタイプ決定手段」および「算出された前記相関度に応じて、表示順でＩ
ピクチャとＰピクチャ又は２枚のＰピクチャの間に挟まれる２枚のＢピクチャのうちの２
枚目について、Ｂｒピクチャにするか、Ｂピクチャにするかを決定する前記ピクチャタイ
プ決定手段」の一例であり、相関度Ａと相関度Ｂとを用いて、ピクチャ７５とピクチャ７
６の符号化ピクチャタイプを決定する。相関度Ａが相関度Ｂより小さい場合、ピクチャ７
５とピクチャ７６の符号化ピクチャタイプをＢピクチャとする。逆に、相関度Ｂが相関度
Ａより小さい場合、Ｂｒピクチャとする。相関度Ａは、第２フレームの第２フィールドと
第３フレームの第１フィールドとの相関の度合いを表しており、相関度Ａが小さいときは
、直前の第２フレームのＢｒフィールドを参照するＢフィールドの符号化効率が高くなる
からである。また、相関度Ｂは、第３フレームの第１フィールドと第２フィールドとの相
関の度合いを表しており、相関度Ｂが小さいときは、同一フレーム内のフィールドペアの
他方を参照するＢｒフィールドの符号化効率が高くなるからである。
【００５１】
　　符号化ピクチャタイプ＝Ｂピクチャ　　（相関度Ａ＜＝相関度Ｂ）の場合
　　　　　　　　　　　　＝Ｂｒピクチャ　　それ以外の場合
【００５２】
　言い換えると、ピクチャ７４とピクチャ７５の相関が、ピクチャ７５とピクチャ７６の
相関より強い場合には、Ｂピクチャとし、その逆の場合には、Ｂｒピクチャとして符号化
する。
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【００５３】
　例えば、図２（ａ）及び図２（ｂ）に示した２－３プルダウンでのフィールド割り当て
では、ピクチャ７５とピクチャ７６は同じコマの画像であり、ピクチャ７４とピクチャ７
５は異なるコマの画像である。従って、ピクチャ７５とピクチャ７６との相関度である相
関度Ｂの方が、ピクチャ７４とピクチャ７５との相関度である相関度Ａ以下になるはずで
あるので、第３フレームのピクチャタイプはＢｒピクチャとして符号化される。
【００５４】
　また、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示した２－３プルダウンでのフィールド割り当てで
は、ピクチャ７５とピクチャ７６とが同じコマの画像であり、ピクチャ７４とピクチャ７
５は異なるコマの画像である。従って、ピクチャ７５とピクチャ７６との相関度である相
関度Ｂの方が、ピクチャ７４とピクチャ７５との相関度である相関度Ａの値以下になるの
で、第３フレームのピクチャタイプはＢｒピクチャとして符号化される。
【００５５】
　また、図４（ａ）及び図４（ｂ）に示した２－３プルダウンでのフィールド割り当てで
は、ピクチャ７４とピクチャ７５とピクチャ７６とがすべて同じコマの画像である。従っ
て、ピクチャ７５とピクチャ７６との相関度である相関度Ｂと、ピクチャ７４とピクチャ
７５との相関度である相関度Ａとは同じ値になるので、第３フレームのピクチャタイプは
Ｂピクチャとして符号化される。
【００５６】
　さらに、図５（ａ）及び図５（ｂ）に示した２－３プルダウンでのフィールド割り当て
では、ピクチャ７４とピクチャ７５とが同じコマの画像であり、ピクチャ７５とピクチャ
７６とは異なるコマの画像である。従って、ピクチャ７５とピクチャ７６との相関度であ
る相関度Ｂの方が、ピクチャ７４とピクチャ７５との相関度である相関度Ａよりも大きく
なるので、第３フレームのピクチャタイプはＢピクチャとして符号化される。
【００５７】
　また、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示した２－３プルダウンでのフィールド割り当てで
は、ピクチャ７４とピクチャ７５とが同じコマの画像であり、ピクチャ７５とピクチャ７
６とは異なるコマの画像である。従って、ピクチャ７５とピクチャ７６との相関度である
相関度Ｂの方が、ピクチャ７４とピクチャ７５との相関度である相関度Ａよりも大きくな
るので、第３フレームのピクチャタイプはＢピクチャとして符号化される。
【００５８】
　ここで、相関度の小さな差でピクチャタイプの判定が変わらないように、ある閾値を用
いて、相関度Ａと相関度Ｂの差を閾値と比較して、ピクチャタイプをＢピクチャとするか
否かを判定してもよい。
【００５９】
　　符号化ピクチャタイプ＝Ｂピクチャ　　（（相関度Ｂ－相関度Ａ）＞＝閾値）の場合
　　　　　　　　　　　　＝Ｂｒピクチャ　　それ以外の場合
【００６０】
　さらに、符号化部６４は、「決定されたピクチャタイプで前記符号化対象ピクチャを符
号化する符号化手段」の一例であり、ピクチャタイプ決定部６３で決定されたピクチャタ
イプに応じて、ピクチャ７５、ピクチャ７６をＨ．２６４に従った方式で符号化する。
【００６１】
　このように相関度を用いて、ピクチャタイプをＢｒピクチャにするかまたはＢピクチャ
にするかを選択して符号化することにより、最適な参照画像をピクチャごとに選択するこ
とが可能となり、符号化効率を向上させることができる。
【００６２】
　（実施の形態２）
　実施の形態２の画像符号化装置の構成は、実施の形態１と同様である。しかしながら、
本実施の形態２では各画素の差分絶対値和を相関度として算出する点が実施の形態１と異
なるため、画像特徴量抽出部６１と相関度算出部６２の動作が異なる。
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【００６３】
　画像特徴量抽出部６１は、「前記符号化対象フレームの直前に符号化されたフレームの
第２フィールド、前記符号化対象フレームの第１フィールド及び前記符号化対象フィール
ドの第２フィールドの各特徴量として、各前記フィールドの画素ごとの輝度を算出する前
記特徴量抽出手段」の一例であり、ピクチャの画素ごとの輝度値を抽出する。相関度算出
部６２は、「２つの前記相関度として、対応する前記フィールド同士の同位置画素間の輝
度差の総和、または対応する前記フィールド同士の同位置画素間の輝度差の絶対値総和を
算出する前記相関度算出手段」の一例であり、相関度を計る値として、画素毎の差分絶対
値和を算出する。
【００６４】
【数２】

【００６５】
【数３】

【００６６】
　相関度を表すために画素毎の差分絶対値和を用いることにより、ピクチャ間での画像の
変化などが相関度に反映されることになり、相関度の精度が向上する。
【００６７】
　なお、本実施の形態２においても、相関度の小さな差でピクチャタイプの判定が変わら
ないように、相関度Ａと相関度Ｂの差を閾値と比較して、ピクチャタイプをＢピクチャと
するか否かを判定してもよい。
【００６８】
　（実施の形態３）
　実施の形態３の画像符号化装置の構成は、実施の形態１、２と同様である。しかしなが
ら、相関度算出部６２、ピクチャタイプ決定部６３が相関を求めるフィールド同士の関係
が異なる。
【００６９】
　図９は、図７に示したピクチャ７５とピクチャ７６とのピクチャタイプを決定するため
にピクチャ間の相関度を比較する場合の比較パターンの他の例を示す図である。相関度算
出部６２は、「前記符号化対象フレームの前記第２フィールドとその直前に符号化された
フレームの第２フィールドとの間の相関度である第３の相関度と、前記符号化対象フレー
ムの前記第２フィールドと前記符号化対象フレームの前記第１フィールドとの間の相関度
である第４の相関度とを算出する前記相関度算出手段」の一例であり、直近に符号化した
画像（図９の第２フレーム）の第２フィールド（ピクチャ７４）と符号化対象フレームの
第２フィールド（ピクチャ７６）との間の相関度Ａと、符号化対象フレームの第１フィー
ルド（ピクチャ７５）と第２フィールド（ピクチャ７６）との間の相関度Ｂを求める。
【００７０】
　ピクチャタイプ決定部６３は、「前記相関度算出手段によって算出された第３の相関度
と第４の相関度とを比較し、前記比較の結果、前記第４の相関度が前記第３の相関度より
小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャタイプをＢｒピクチャと決定する前記ピ
クチャタイプ決定手段」の一例であり、ピクチャタイプ決定部６３は、相関度Ａが相関度
Ｂより小さい場合、ピクチャ７５とピクチャ７６の符号化ピクチャタイプをＢピクチャと
する。逆に、相関度Ｂが相関度Ａより小さい場合、Ｂｒピクチャとする。
【００７１】
　なお、相関度Ａ及び相関度Ｂの算出方法は、実施の形態１で説明した方法であってもよ
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いし、実施の形態２の方法であってもよい。
【００７２】
　（実施の形態４）
　実施の形態４の画像符号化装置の構成は、実施の形態１、２、３と同様である。しかし
ながら、ピクチャタイプ決定部６３のピクチャタイプの判定式が異なる。
【００７３】
　ピクチャタイプ決定部６３は、「前記相関度算出手段によって算出された２つの前記相
関度の差または比を算出して、前記算出値と所定の閾値とを比較し、前記比較の結果、同
じフレームに属するフィールド間の前記相関度が、異なるフレームに属するフィールド間
の前記相関度よりも小さいとき、前記符号化対象フレームのピクチャタイプをＢｒピクチ
ャと決定する前記ピクチャタイプ決定手段」の一例であり、相関度Ａと相関度Ｂとの比率
を用いてピクチャタイプを決定する。相関度Ａと相関度Ｂの比率がある閾値より小さい場
合、ピクチャ７５とピクチャ７６の符号化ピクチャタイプをＢピクチャとする。逆に、大
きい場合、Ｂｒピクチャとする。なお、閾値は、１以上の値とする。また、以下の式にお
いて、相関度Ｂに閾値を乗算するだけでなく、オフセットを加算するとしてもよい。
【００７４】
　　符号化ピクチャタイプ＝Ｂピクチャ　　（相関度Ａ＜＝相関度Ｂ＊閾値）の場合
　　　　　　　　　　　　＝Ｂｒピクチャ　　それ以外の場合
【００７５】
　以上のように、上記実施の形態１～４によれば、２枚のＩ又はＰフレームで挟まれた２
枚のＢフレームのうち、２枚目のＢフレームに含まれるフィールドペアをＢピクチャとす
るかＢｒピクチャとするかを、ピクチャ間の相関度に応じて、適応的にしかも多様な方法
で選択することができるので、最適な参照画像を選択し、符号化効率を向上することがで
きる。
【００７６】
　なお、上記実施の形態１～４では、インタレース方式による符号化で、第１フィールド
を第２フィールドよりも先に符号化する場合を例に説明したが、第１フィールドよりも第
２フィールドの方を先に符号化する場合でも、上記ピクチャタイプ決定方法を適用するこ
とができる。
【００７７】
　また、上記実施の形態１～４では、連続する２枚のＢフレームのうちの２枚目のＢフレ
ームについてのみ、ＢピクチャとするかＢｒピクチャとするかを判定したが、本発明はこ
れに限定されず、１枚目のＢｒピクチャについても上記判定を行い、ピクチャタイプを決
定するようにしてもよい。
【００７８】
　なお、上記実施の形態１～４は、どのように組み合わせて使用してもよい。
　なお、ブロック図（図１など）の各機能ブロックは典型的には集積回路であるＬＳＩと
して実現される。これらは個別に１チップ化されても良いし、一部又は全てを含むように
１チップ化されても良い。例えばメモリ以外の機能ブロックが１チップ化されていても良
い。
【００７９】
　ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬ
ＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【００８０】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路又は汎用プロセッサで
実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や
設定を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロセッサを利用しても良い。
【００８１】
　さらには、半導体技術の進歩又は派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路化
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の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。バ
イオ技術の適応等が可能性としてありえる。
【００８２】
　また、各機能ブロックのうち、符号化または復号化の対象となるデータを格納する手段
だけ１チップ化せずに別構成としても良い。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、画像符号化装置および画像符号化方法に適用でき、特に、通信機能を備える
パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、携帯電話機および
デジタル放送の放送局等に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の実施の形態１、２、３及び４に係る画像符号化装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームに、第２コマが
テレビ画像の第２フレームに、第３コマがテレビ画像の第３フレーム及び第４フレームの
第１フィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのと
きの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。（ｂ）
は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は図２（ａ）と
同じで、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールドペ
アの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【図３】（ａ）は、映画フィルムの図示しない第１コマがテレビ画像の第１フレームの第
１フィールドに、第２コマがテレビ画像の第１フレームの第２フィールドと第２フレーム
に、第３コマがテレビ画像の第３フレームに、第４コマがテレビ画像の第４フレーム及び
第５フレームの第１フィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢ
ｒピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図
である。（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方
は図３（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フレームの
各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【図４】（ａ）は、映画フィルムの図示しない第１コマがテレビ画像の第１フレームの第
１フィールドに、第２コマがテレビ画像の第１フレームの第２フィールドであるＰフィー
ルドと第２フレームの第１フィールドであるＢｒフィールドに、第３コマがテレビ画像の
第２フレームの第２フィールドであるＢｒフィールド及び第３フレームのフィールドペア
であるＢフィールドに、図示しない第４コマがテレビ画像の第４フレームのフィールドペ
アであるＰフィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フレームがＢピクチャ
のときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。（
ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割り当て方は図４（ａ
）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのときの第３フレームの各フィー
ルドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【図５】（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームのフィールドペ
アであるＩ（又はＰ）フィールド及びＰフィールドと第２フレームの第１フィールドであ
るＢｒフィールドとに割り当てられ、第２コマがテレビ画像の第２フレームの第２フィー
ルドであるＢｒフィールドと第３フレームの第１フィールドであるＢフィールドに、第３
コマがテレビ画像の第３フレームの第２フィールドであるＢフィールドと第４フレームの
フィールドペアである２枚のＰフィールドに割り当てられる場合で、テレビ画像の第３フ
レームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率
を示す図である。（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画像のフィールドの割
り当て方は図５（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢｒピクチャのときの第３
フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図である。
【図６】（ａ）は、映画フィルムの第１コマがテレビ画像の第１フレームのフィールドペ
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像の第２フレームのフィールドペアと第３フレームの第１フィールドであるＢフィールド
とに割り当てられ、第３コマがテレビ画像の第３フレームの第２フィールドであるＢフィ
ールドと第４フレームの第１フィールドであるＰフィールドとに割り当てられる場合で、
テレビ画像の第３フレームがＢピクチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照
関係及び符号化効率を示す図である。（ｂ）は、映画フィルムの各コマに対するテレビ画
像のフィールドの割り当て方は図６（ａ）と同じで、テレビ画像の第３フレームがＢｒピ
クチャのときの第３フレームの各フィールドペアの参照関係及び符号化効率を示す図であ
る。
【図７】インタレース方式によるフィールドピクチャ構造で符号化した場合の２枚のＰフ
レームに挟まれる２枚のＢフレームのうちの２枚目（ピクチャ７５とピクチャ７６）を、
ＢｒフィールドまたはＢフィールドのどちらのフィールドのペアとするかを決定する場合
を例として示す図である。
【図８】図７に示したピクチャ７５とピクチャ７６とのピクチャタイプを決定するために
ピクチャ間の相関度を比較する場合の比較パターンの一例を示す図である。
【図９】図７に示したピクチャ７５とピクチャ７６とのピクチャタイプを決定するために
ピクチャ間の相関度を比較する場合の比較パターンの他の例を示す図である。
【図１０】プログレッシブ方式の符号化で、Ｂｒピクチャを利用しない場合のＢピクチャ
の参照関係の一例を示す図である。
【図１１】プログレッシブ方式の符号化で、Ｂｒピクチャを利用した場合のＢピクチャの
参照関係の一例を示す図である。
【図１２】フィールドピクチャ構造で、表示順がＰ→Ｂｒ→Ｂｒ→Ｐとなるように符号化
した場合の参照関係の一例を示す図である。
【図１３】Ｂｒピクチャの参照関係に制約を設けた場合のＢｒピクチャの参照関係の一例
を示す図である。
【図１４】Ｂピクチャの参照関係に制約を設けた場合のＢピクチャの参照関係の一例を示
す図である。
【符号の説明】
【００８５】
　６１　　画像特徴量抽出部
　６２　　相関度算出部
　６３　　ピクチャタイプ決定部
　６４　　符号化部
　７１～７８　ピクチャ
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